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　過去のネガティブな体験の想起には精神的
な苦痛を伴うことがある。たとえば、ネガ
ティブな体験をネガティブなままに語り直
すことを求めた研究では、語り直しの肯定的
な効果が生じないばかりでなく、語り直しを
行うことで悪影響を受けることも確認されてい
る（Pennebaker, 1993）。また、PTSD の患者
は不随意的に想起されるネガティブな体験を
苦痛に感じ続けることにより、自伝的記憶を
詳細に想起することが困難になる事例が確認
されている（Lemogne, Bergouignan, Piolino, 
Jouvent, Allilaire, & Fossati, 2009）。さらに、
反芻は抑うつや怒りを強化し持続させること
が確認されている（Lyubomirsky, Caldwell, 
& Nolen-Hoeksema, 1998）。つまり、語り手
にとって負の感情を抱かせる過去の出来事を
そのままの形で語り直すことは、常に効果的
な影響を語り手に与えるわけではないと予測
される。
　この場合、ネガティブな体験をポジティブ
な側面から語り直すことが効果的であると考
えられる。過去のトラウマティックな体験を
ポジティブな側面から語り直すことは、語り
手のウェルビーイングの向上や語り直し後の
２種類の感情的な転換的語り直しが
中性的な物語記憶に与える影響
池田　和浩 *・仁平　義明 **
The effect of two ways of emotional biased retelling on memory of a story.
Kazuhiro IKEDA and Yoshiaki NIHEI
　本研究では、物語の感情的側面を変化させた転換的語り直しが記憶に及ぼす影響につい
て検討した。大学生 36 名の参加者は、参加者自身がわたしとして登場する感情的にニュー
トラルな物語を熟読した。続いて、参加者は、物語の内容を“楽しかったこと”として語
り直す条件、物語の内容を“辛かったこと”として語り直す条件、統制群として物語をそ
のまま正確に繰り返し語る条件の３群に振り分けられ、物語の内容を語り直した。24 時
間後、参加者は物語の内容を出来る限りもとのまま再生するよう求められた。また参加者
は、原記憶の“物語全体としての出来事の感情価”を評定した。実験の結果、転換的語り
直しは、物語全体としての主観的な評価を変化させるだけでなく、語りの中に現れる感情
価も変化させた。さらに、転換的語り直しは、語り直しに沿わない感情価や感情表現を抑
制した。これらの結果に基づいて、感情的な転換的語り直しが記憶に与える影響について
考察した。
Key Words：Biased Retelling, Emotional Valence, Memory, Story
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身体的問題を改善させる（Pennebaker & 
Francis, 1996; Stanton, Danoff-Burg, & 
Huggins, 2002a）。このような意図的にかた
ち を か え た 語 り 直 し は 転 換 的 語 り 直 し
（biased retelling）と呼ばれている（Beike & 
Wirth-Beaumont, 2005; 池 田・ 仁 平 ; 2009 ; 
Marsh & Tversky, 2004; Tversky & Marsh, 
2000）。
　ネガティブな過去の体験をポジティブな側
面から転換的に語り直すことは、身体的・精
神的問題の改善だけでなく、語り手の自伝的
記憶に肯定的な影響を与えることが確認され
ている。池田・仁平（2009）では、ネガティ
ブな過去の経験を楽しかったこととして肯定
的に語り直す転換的語り直しが、自伝的記憶
に与える影響について検討している。実験で
は、転換的語り直し群の参加者は、自己の受
験生活の思い出を“楽しかったこと”として
語り直した。統制群である単純反復再生群の
参加者は、自己の経験をそのまま繰り返し
語った。転換的語り直しの前後で参加者の受
験生活に関する原記憶が比較された。また、
語り直しの前後で、あらかじめ選定された受
験生活を構成する 10 項目の概念（中心的概
念５項目と周辺的概念５項目）の印象を評定
するよう求めた。実験の結果、転換的語り直
し群では、語り直し後の自伝的記憶の再生で
ポジティブな感情表現が有意に多くなり、ネ
ガティブな感情表現が有意に減少していた。
また、受験生活の経験を構成する中心的な概
念と周辺的な概念の感情価の変化からは、周
辺的概念に比べ中心的概念においてポジティ
ブな方向への変化が大きいことが確認され
た。
　ポジティブな転換的語り直しに関する肯定
的な影響は、文中に参加者自身が“あなた”
として登場する物語を用いた転換的語り直し
の検討においても確認されている（Tversky 
& Marsh, 2000）。実験で参加者は、学生寮
のルームメイトについて、（ａ）好意的に評
価する文章を書く条件、（ｂ）苦情を訴える
文章を書く条件、（ｃ）物語を単に再生する
だけの条件の３群に分けられた。その後、参
加者は物語をできるかぎり元のままに再生し
た。その結果、好意条件の参加者は社交的な
内容を原文より多く再生したのに対して、苦
情条件の参加者は迷惑事に関する内容を原文
より多くを再生していた。
　しかしこの手続きは、物語の語り直しとい
うよりは人物の語り直しだといえる。そのた
め、本来の意味で自伝的な出来事を語り直し
たとはいえない。また、この実験で確認され
た記憶の変容は、出来事の記憶の変容という
より記憶の中での出来事の選択性の変化とも
考えられる。この実験で用いられた物語には、
ニュートラルな要素のほかに比較的印象的な
ポジティブな要素（e.g. ルームメイトは常に
グループの中心にいる人物、ルームメイトは
いつも楽しいジョークを話してくれる、など）
と、ネガティブな要素（e.g. ルームメイトが
バスルームを１時間以上使う、自分の持ち物
を勝手にすべて使われる、など）が含まれて
いた。実験で参加者は、それぞれの語り直し
に一致する出来事を選び出し、その点を強調
するように筆記していた可能性がある。
　つまり、Tversky and Marsh（2000）の結
果は、語り直しによる変化ではなく、記憶検
索時に選択的なバイアスが生じただけであっ
て、記憶そのものは既存のまま保有されてい
ると考えることも可能である。転換的語り直
しが原記憶を語り直した方向に変容させたと
結論づけるためには、語り直す物語の中にも
ともとネガティブまたはポジティブな要素が
あまり含まれていない中性的な記憶体験を対
象にして、転換的語り直し後の原記憶の中に
どの程度ネガティブもしくはポジティブな要
素が新たに混入したかを確認することが最も
望ましいだろう。
　しかしながら、この手続きは不可避的に倫
理的な問題が生じる。自己の体験をポジティ
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ブな方向に語り直すことが、その記憶をポジ
ティブな方向に変化させるかどうかを確認す
ることは、これまでの研究や実際の臨床場面
でも行われている。そのため、この種の転換
的語り直しを自伝的記憶に適用することはそ
れほど大きな支障は無いと考えられる。問題
なのは、ネガティブな方向に語り直すことが
ネガティブな方向に記憶を変化させるかどう
かを確認することである。現実の体験に基づ
く自伝的記憶をマイナスな方向に変化させる
のは研究倫理として許されない。その解決策
の一つとして、個人の現実体験の語り直しで
はなく、与えられた物語を参加者自身が体験
したものだと考えて記憶する方法を用いるこ
とが考えられる。そこで本研究では、感情的
側面が比較的中性的な要素から構成される物
語を用い、ポジティブな転換的語り直しとネ
ガティブな転換的語り直しによって中性的な
物語がポジティブまたはネガティブに変化す
るかどうかを検討することを第一の目的とし
た。
　ところで、転換的語り直しは語りとして表
出される個々の記憶事象のみに影響を与え
るだけでなく、個々のエピソードの集合で
ある出来事全体としての評価に影響を与え
ると考えられる。これまでの先行研究では、
感情的な転換的語り直しを行うことで物語全
体としての出来事の感情価に与える影響を実
証的に取り扱った研究ないが、その効果を予
測することはできる。Stanton, Danoff-Burg, 
Sworowski, Collins, Branstetter, Rodriguez-
Hanley, Kirk, and Austenfeld（2002b）の実
験で参加者は、乳がんに伴う経験に関する思
考や感情について筆記する群（EMO 群）と、
乳がん経験に関するポジティブな思考や感情
について筆記する群（POS 群）、がんやその
治療に関する事実を筆記する群（CTL 群）
の３群に分けられた。その結果、課題を終え
た POS 群の参加者は、CTL 群に比べて、ポ
ジティブな筆記に対する価値や重要性を有意
に高く評定し、ポジティブな効果がより長く
続くと評定した。この結果は、ポジティブな
筆記を行うことにより、体験全体に対するポ
ジティブな評価を生じさせる可能性を推測さ
せる。また、過去のネガティブな体験に関す
る感情や思考について深く考えて書く感情的
筆記（written emotional expression, 詳しく
は Pennebaker & Beall, 1986 を参照）を用い
ることは、筆記の最中に短期的ストレスを生
じさせるとともに、その後の精神的・身体的
な健康を必ずしも導くものではないという報
告も提出されている（Smyth, 1998）。このこ
とは、ネガティブな筆記が体験全体に対する
ネガティブな評価を生む可能性を推察させ
る。
　そこで本研究では、転換的語り直しが“物
語全体としての出来事の感情価”に与える影
響を検討することを第二の目的とした。ポジ
ティブな転換的語り直しを行うことによって
生じる認知的なシフトは、物語全体としての
出来事の感情価を肯定的に変化させるだろ
う。また、ネガティブな転換的語り直しを行
うことは、ネガティブな感情表現をより多く
表出させることによって、物語全体としての
出来事の感情価を否定的に変化させると予測
される。しかし、転換的な語り直しの効果が
物語全体としての出来事の感情価に影響力を
持たない場合、ポジティビティオフセット
（Positivity offset）の影響が生じると予測さ
れる。ポジティビティオフセットとは、入力
された情報によって生じる覚醒度や印象強度
が弱い場合、ネガティブな評価システムより
もポジティブな評価システムが活性化し、情
報がポジティブに出力される現象を意味する
（Cacioppo, Gardner, & Berntson, 1997; Ito & 
Cacioppo, 2005）。本実験で用いる刺激は、覚
醒度や感情を強く喚起させない中性的なシナ
リオである。もし転換的語り直しの効果が全
くないのであれば、全ての実験条件において
ポジティビティオフセットが生じると予測さ
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れるため、全ての参加者が物語全体としての
出来事の感情価をポジティブに評価すると考
えられる。
方法
実験計画　転換的語り直しが“語りの中に現
れる感情表現”と“物語全体としての出来事
の感情価”に与える影響を検討した。実験は、
語りのタイプ（３；ポジティブな転換的語り
直し、ネガティブな転換的語り直し、正確再
生）の１要因被験者間計画であった。本実験
では一部の参加者にネガティブな転換的語り
直しを行うよう求めたため、倫理上の配慮に
基づいて語りのテーマは参加者自身が体験し
た過去の出来事の記憶ではなく、物語の中に
参加者が登場するという擬似自伝的想起課題
を用いた。
　実験では、初日に物語の学習と語り直しが
行われ、二日目に物語の再生が行われた。ポ
ジティブな転換的語り直し条件において、後
に述べるように、参加者はある物語の内容を
参加者自身にとって“楽しかった”こととし
て語り直した。一方、ネガティブな転換的語
り直し条件では、参加者はある物語の内容を
参加者自身にとって“辛かった”こととして
語り直した。正確再生条件は、統制条件とし
て設けられ、参加者は物語の内容をできるだ
け多くかつ正確に再生した。
参加者　大学生および大学院生 36 名（男性
22 名、女性 14 名）が実験に参加した。参加
者の平均年齢は 22.1 歳（SD =2.47）、年齢範
囲は 19 歳から 31 歳であった。参加者はラン
ダムにポジティブな転換的語り直し群 12 名
（男性７名、女性５名）、ネガティブな転換的
語り直し群 12 名（男性７名、女性５名）、正
確再生群 12 名（男性８名、女性４名）の３
群に振り分けられた。
実験刺激　参加者が擬似的に体験する物語
は、特に目立った出来事のない感情的に
ニュートラルなシナリオであり、友人たちと
の平凡な食事の風景を描写したものである。
具体的には、「休日の昼間に友人二人と共に
レストランに入る。その後、３人はウェイ
ターに禁煙席へと案内され、席に着き、メ
ニューを決める。食事が済むと、レストラン
の外は雨が本降りになっており、友人の車で
自宅まで送ってもらう」という内容であった。
文章の字数は 1369 字（平仮名に変換した値）
であった。
手続き　参加者は、実験の目的が“物語を語
り直すとき言葉がどのように使用されるのか
を検討すること”と説明を受けた。その後、
参加者には、一回当たり 30 分の実験が２日
間行われること、発話内容はレコーダーで録
音されること、実験で得られたデータは研究
の分析・発表のみに用いられること、実験
をいつでも中断できることを説明し、以上
の内容に同意を得た後に実験を開始した。実
験は、（１）学習段階、（２）語り直し段階、
（３）最終再生段階の３段階に分けられた。
学習段階と語り直し段階は実験初日に、最終
再生段階は学習段階から 24 時間後に行われ
た。学習段階で参加者は、文中に参加者自身
が“わたし”として登場するニュートラルな
内容の物語を５分間熟読した。
　語り直し段階は、学習段階が終了した直後
に行われた。参加者の３分の１はポジティブ
な語り直し群に、そのほかの３分の１はネガ
ティブな語り直し群に、残りの３分の１は統
制群として正確再生群にランダムに振り分け
られた。参加者は、はじめに２分間の思考時
間が与えられ、語り直す内容をまとめた。次
に、参加者は５分間で物語を語り直した。参
加者が語る間、実験者は聞き役に徹した。
　ポジティブな転換的語り直し群の教示は以
下のとおりである。「ここでは、さきほど読
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んでいただいた物語をあなたにとってできる
だけ“楽しかった思い出”となるように話し
ていただきます。実際の同じ事実でも、見方
次第ではいろいろに考えることができると思
います。できるだけ楽しかったことだという
観点から話すように努力をしていただくので
すが、あくまでも違う観点から話すのであっ
て、もとの物語にはなかった事実を創作して
お話することはしないようにしてください。」
　ネガティブな転換的語り直し群は、以下の
教示が与えられた。「ここでは、さきほど読
んでいただいた物語をあなたにとってできる
だけ“辛かった思い出”となるように話して
いただきます。実際の同じ事実でも、見方次
第ではいろいろに考えることができると思い
ます。できるだけ辛かったことだという観点
から話すように努力をしていただくのです
が、あくまでも違う観点から話すのであって、
もとの物語にはなかった事実を創作してお話
することはしないようにしてください。」
　正確再生群（統制群）は、以下の教示が与
えられた。「これから物語の内容をそのまま
思い出してお話していただきます。先ほど呼
んだ物語に関して、できるだけたくさんの情
報を正確に思い出してください。物語にな
かった出来事を話すことはお控えください。」
　最終再生段階では、最初に、実験の本来の
目的が語りによる記憶の変化を確認すること
にあることを参加者に対してディブリーフィ
ングした。その後、継続に同意した参加者に
対して実験を行った。参加者は物語の内容を
できるかぎりもとのまま再生するよう求めら
れた。すべての参加者が５分以内に最終再生
課題を終了した。
　続いて、参加者はオリジナルの物語に対し
て抱く物語全体としてのポジティブな感情価
（i.e. あなた自身の物語の記憶は楽しいもので
あった）と物語全体としてのネガティブな感
情価（i.e. あなた自身の物語の記憶は辛いも
のであった）について１（全くそう思わない）
から７（とてもそう思う）の７件法で回答す
るよう求められた。最後に、語り直し段階に
おいて本実験の目的が語り直しによる記憶の
変化にあることに気づいていたかどうかを質
問し、実験は終了した。
結果
　実験参加を中断した参加者、および、語り
直し段階において実験の目的に気づいた参加
者はいなかった。そこですべての参加者の
データを分析に用いた。
物語全体としての出来事の感情価：　最終再
生段階において、語りのタイプが物語全体と
してのポジティブな感情価とネガティブな感
情価に影響する程度を検討した（Table 1）。
ポジティブな感情評定値について語り直しタ
イプの１要因分散分析を行った。その結果、
語りのタイプの有意な主効果が確認された
（F（2, 33）=5.28, p<.05）。語りのタイプの主
効果における多重比較を行った結果、ネガ
Table 1　物語全体に対する感情評定値（ポジティブ・ネガティブ）の平均値および標準偏差
64
尚 絅 学 院 大 学 紀 要 第 65 号
ティブな転換的語り直しに比べ、ポジティブ
な転換的語り直しでは物語全体としての出来
事 の 肯 定 的 感 情 価 が 有 意 に 高 か っ た
（p<.01）。また、転換的語り直しの２群と統
制群との間に有意な主効果は見出されなかっ
た。
　物語全体に対するネガティブな感情評定値
についても同様の分析を行った結果、語りの
タイプの主効果が有意であった（F（2, 33）
=14.28, p<.001）。語りのタイプの主効果にお
ける多重比較を行った結果、ポジティブな転
換的語り直しは、その他の２群に比べ、物語
全体としての出来事の否定的感情価が有意に
低かった（それぞれ、p<.001、p<.001）。また、
ネガティブな転換的語り直しは、統制群に比
べ、否定的感情が有意に高かった（p<.05）。
語りの量および語りの中に現れる感情表現数
の変化：　語りのタイプによって語り直しの
量に差が生じたかを確認するため、語り直し
段階の字数に対して語りのタイプの１要因分
散分析を行なった（Table 2）。漢字変換によ
る誤差を排除するために、参加者のプロトコ
ルをすべて平仮名に変換して字数を算出した
（以下の平均値、標準偏差、および図は、わ
かりやすいように 100 字あたりで示した）。
分析の結果、有意な主効果、交互作用は見出
されなかった（F（2, 33）=2.10, n.s.）。
　次に、参加者の語り直しが教示通りに行わ
れたかを確認するため、語り直し段階のプロ
トコルに含まれるポジティブな感情表現とネ
ガティブな感情表現をカウントした。ただ
し、ここでカウントされる感情表現は、実験
で使用された物語のなかには存在しない、参
加者自身が新たに作り出した感情表現であ
る。たとえば、ポジティブな感情表現は物語
には含まれていなかった“面白い、楽しい、
良い”などがカウントされた。一方、ネガティ
ブな感情表現は“悪い、嫌な、苦手な”など
がカウントされた。分析に際しては、参加者
個々人の発話量が影響しないように、感情表
現を字数で割った数値が用いられた。
　ポジティブな感情表現について、語りのタ
イプの１要因分散分析を行った（Table 2）。
その結果、語りのタイプの主効果が有意で
あった（F（2, 33）=13.61, p<.001）。語りのタ
イプの主効果における多重比較を行った結
果、ポジティブな転換的語り直しは、ネガティ
ブな転換的語り直しおよび統制群に比べ、ポ
ジティブな感情表現が有意に多く含まれてい
Table 2　プロトコルに含まれる感情表現（ポジティブ・ネガティブ）の平均値および標準偏差（感情
表現の平均値および標準偏差は 100 字あたりに含まれる値として示した）
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た（それぞれp<.001）。ネガティブな感情表
現についても同様に、語りのタイプの１要因
分散分析を行った結果、語りのタイプの主効
果が有意であった（F（2, 33）=14.01,  p<.001）。
語りのタイプの主効果における多重比較を
行った結果、ネガティブな転換的語り直しに
は、ポジティブな転換的語り直しおよび統制
群に比べ、ネガティブな感情表現が有意に多
く含まれていた（それぞれp<.001）。
　次に、語りのタイプによって物語の再生量
に差が生じたかを確認するため、最終再生段
階の再生量について語りのタイプの１要因分
散分析を行なった。分析の結果、有意な主効
果・交互作用とも確認されなかった（F（2, 33）
=0.23, n.s.）。
　最後に、語りのタイプによって物語再生時
の感情表現に差が生じたかを確認するため、
最終再生段階のプロトコルに含まれるポジ
ティブな感情表現数（字数で割った値）につ
いて、語りのタイプの１要因分散分析を行っ
た。その結果、語りのタイプの主効果が有意
であった（F（2, 33）=7.28, p<.001）。語りの
タイプの主効果における多重比較を行った結
果、ポジティブな転換的語り直しは、ネガティ
ブな転換的語り直しおよび統制群に比べ、ポ
ジティブな感情表現を有意に多く含んでいた
（それぞれp<.01）。また、ネガティブな感情
表現について、語りのタイプの１要因分散分
析を行った。その結果、語りのタイプの主効
果が有意であった（F（2, 33）=4.01, p<.05）。
語りのタイプの主効果における多重比較を
行った結果、ネガティブな転換的語り直しに
は、ポジティブな転換的語り直し及び統制群
に比べ、ネガティブな感情表現が有意に多く
含まれていた（それぞれp<.05）。
物語全体としての出来事の感情価と語りの中
に現れた感情表現との関係：　これまでの結
果から、転換的な語り直しは物語の記憶を語
り直した方向へと変化させる効果を持つこと
が確認された。しかし、物語全体としての出
来事の感情価と語りに現れる個々の感情表現
の出現がどのように関連しているかは明らか
にされていない。そこで、語りのタイプごと
に変数間の相関係数を算出した（Table 3）。
なお、物語全体としての出来事の感情価の値
は、ネガティブな感情価の評定値を逆数にし
た値とポジティブな感情価の評定値の平均値
を求め、分析に使用した。
　その結果、ポジティブな転換的語り直しと
統制群においては、物語全体としての出来事
の感情価と語りの中に現れた個々の感情表現
に有意な相関は見出されなかった。ネガティ
ブな転換的語り直しにおいては、語り直し段
階でのネガティブな感情表現の出現と、物語
全体としての出来事の感情価との間に有意な
Table 3　物語全体の感情価と語りに現れた感情表現の相関関係
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中程度の負の相関が確認された。つまり、語
り直し段階でネガティブな感情表現が出現す
るほど、最終的な物語全体としての出来事の
感情価が否定的なものになるといえる。
考察
　本研究では、ポジティブな転換的語り直し
とネガティブな転換的語り直しが、その後の
記憶変化に与える影響の違いを検討した。ま
た、転換的語り直しによって変化した参加者
の語りのなかに現れた感情表現と物語全体と
しての感情価の関連性を検討した。
　語り直し段階において、ポジティブな転換
的語り直しにはシナリオには存在しない参加
者自身が生み出したポジティブな感情表現が
多く含まれており、ネガティブな感情表現は
ほとんど含まれていなかった。一方、ネガティ
ブな転換的語り直しには、参加者自身が作り
出したネガティブな感情表現が語りの中に多
く含まれており、ポジティブな感情表現は語
りの中にほとんど用いられていなかった。ま
た、統制群には、ポジティブな感情表現とネ
ガティブな感情表現のどちらも、ほとんど語
りの中に含まれていなかったことが確認され
た。このことから本実験における操作は適切
に行われたと考えられる。
　また、最終再生段階において、物語全体と
しての出来事の感情価と語り中の感情表現に
は、転換的語り直しの効果によると考えられ
る変化が確認された。第一に、ポジティブな
転換的語り直しは、ネガティブな転換的語り
直しに比べ、物語全体としての感情価がより
肯定的に変化しており、物語全体としてのネ
ガティブな感情価はネガティブな転換的語り
直し群および統制群に比べより低い評価がな
されていた。また、オリジナルの物語を再生
するよう求められた最終再生段階において
も、ポジティブな転換的語り直しでは、ネガ
ティブな転換的語り直しおよび正確再生に比
べ、語りの中に物語には存在しない肯定的な
感情表現をより多く生成していた。第二に、
ネガティブな転換的語り直し群では、ポジ
ティブな転換的語り直し群及び統制群に比
べ、物語全体としての感情価がより否定的に
変化しており、最終再生段階において語りの
中に物語には存在しない否定的な感情表現を
より多く含んでいた。
　つまり、出来事の感情的側面を転換的に語
り直すことは、語り直しに沿った記憶の変化
を 生 む と い う 知 見（Dudukovic, Marsh, & 
Tversky, 2004; 池 田・ 仁 平 ; Marsh, 2007; 
Tversky & Marsh, 2000）に一致するだけで
なく、語り直しに沿わない記憶の抑制にもつ
ながるという新たな考えを提起する。加えて、
転換的語り直しによる物語全体の感情価の変
化は、ポジティビティオフセットによって生
じているわけではないことが確認された。
　しかし、転換的語り直しによる記憶と物語
全体としての感情価の関連性は、単純に捉え
られるものでなかった。本実験では、すべて
の参加者が同じシナリオを語りのテーマとし
て用いた。そのため、学習段階において条件
間で物語全体としての感情価に大きな違いが
生じたとは考えにくい。また、実験の操作は
適切に行われていたことから、転換的な語り
直しを行うことによって、最終再生段階での
変化をもたらしたと推察するのが妥当であ
る。
　ネガティブな転換的語り直しにおいては、
語り直し段階でのネガティブな感情表現が多
く表出されるほど、個々人が物語全体として
の出来事にネガティブな印象を抱きやすいと
いう分析結果が得られた。この結果は本研究
の予測に一致していたと考えられる。しかし、
ポジティブな転換的語り直しにおいては、語
り直し段階での個々のポジティブな感情表現
の単なる総和によって参加者がオリジナルな
出来事を全体的にポジティブな物語であった
と評定したわけではなかった。つまり、ポジ
67
池田・仁平：２種類の感情的な転換的語り直しが中性的な物語記憶に与える影響
ティブな転換的語り直しにおいて表出された
ポジティブな感情表現は、何らかの媒介変数
を経て、最終再生段階の物語全体としてのポ
ジティブな感情価を高めた可能性が考えられ
る。ここで考えられる媒介変数としては、第
一に、物語に対する視点の多面的広がりが考
えられる。Smyth（1998）は、トラウマを筆
記することで生じた認知的シフトによって心
理的ウェルビーイングの変化が起きると指摘
している。ポジティブな転換的語り直しを行
うことは、一方向しかなかった物語に対する
ものの見方に、逆転的な発想を産出させ、認
知的なシフトを生じさせた可能性が考えられ
る。また、そこで生じた認知的シフトが、物
語全体としての出来事の感情価をポジティブ
に変化させたのではないか。
　第二に、語り終盤の結論部分においてポジ
ティブなまとめがなされているかどうかに
よって、物語全体としての出来事の感情価が
肯定的に変化するかどうかが決定される可能
性が考えられる。語り直し段階での結論部分
のポジティブな感情的表現数について、語り
のタイプごとに算出した結果、統計的に有意
な差は確認されなかった（F（2, 33）=1.56, n.s.）。
しかしながら、ポジティブな転換的語り直し
の結論部分では、ポジティブな感情的表現が
多く出現していた（Figure 1）。また、ネガティ
ブな感情表現数においても統計的に有意な値
は示されなかったが（F（2, 33）=1.84, n.s.）、
ネガティブな転換的語り直し群は、ポジティ
ブな転換的語り直し群と統制群に比べ、ネガ
ティブな感情的表現が多く出現していた。語
りの終盤に位置づけられる物語の結論は、単
なる記憶の再生ではなく、個々人の評価が特
に強く付加されていたと推測できる。個人の
主観的評価を伴う感情的表現の産出は、物語
全体としての出来事の感情価に大きな影響を
与えると予測できる。
　しかしながら、本実験にはいくつかの問題
が残されている。第一の問題は、本実験では
語り直しのテーマがシナリオに基づいてお
り、厳密な意味で参加者自身が保有する自伝
的記憶を転換的に語り直したとはいえないと
いう点にある。この問題を実験室研究におい
て直接的に解決するには倫理的問題が伴う
が、参加者自身の過去を転換的に語り直した
池田・仁平（2009）の研究結果は、本研究の
結果と概ね一致している。この問題について
Figure 1　語り直し段階での“結論部分の 100 字あたりに含まれる”感情表現数
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は複数のシナリオを用いた追試を行う必要が
あるが、転換的語り直しが自伝的記憶を語り
直した方向に変化させるという考えは支持可
能なものである。
　第二に、語り直し効果の個人差である。ポ
ジティブな語り直しは、ネガティブな体験を
冷静に想起することができる者に比べ、過去
の辛い体験を思い出すことに苦痛を感じ想起
を回避する傾向にある場合に効果的であるこ
とが示唆されている（Stanton, et al., 2002b）。
個人によって語り直しの方略による影響が異
な る 理 由 は、 ネ ガ テ ィ ビ テ ィ バ イ ア ス
（Negativity bias）が原因として考えられる。
ネガティビティバイアスとは、たとえば個人
の感情的覚醒度を高めるような情報が入力さ
れるとき、事象に対するポジティブな評価シ
ステムに比べ、ネガティブなシステムが活性
化しやすくなり、情報がネガティブな方向へ
出 力 さ れ や す く な る と い う 現 象 で あ る
（Cacioppo, et al., 1997; Ito & Cacioppo, 
2005）。つまり、トラウマティックな出来事
に対して苦痛を感じやすい者は、ネガティブ
な評価システムが活性化しやすく、通常の想
起方略では個々のエピソードへの回避が生じ
やすくなる。しかし、ネガティブな事象をポ
ジティブな側面から転換的に語り直すこと
で、記憶に対する回避傾向が減少すると考え
られる。つまり、ネガティブな出来事に対し
て積極的に接近することが可能になるため、
出来事の再解釈を行いやすく転換的語り直し
による肯定的な影響を生むと推察される。今
後の研究において、この予測を検証すること
が求められる。
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